











































が ある ･ない という命題の回答は系の分割に依存



























をする.まず 7ix,7iy であるが,これらは 系 X,Y
が通常の意味で全く相互作用しないときの独立した
系でのそれぞれの Hilbert空間である.tensor積



















































































































































B(Q) - (J,0,(cosQ-cosQc)6K) (5)
を用いる.∬ は potentialの振幅だが,ここでは 系
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OFが 非断熱遷移を 引き起こす.(Q,P)に 中心を














































として断熱 potential 面 Ag(･),Ae(･)に対するも
のが,系のおよその振る舞いを教える. これら二
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値Pn - (Onl中 n)と運動量の療準偏差 qp,n
を考える (Tbdaandlkeda1987). "ensemble"
(P;C,Pnae,Pn,qp,n)nに関する相関を考える･その










Keler1958)より簡単に説明できるように,これら 居場所が推定できる.系が chaoticな場合には 運
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(i).(K - 0･9)上述の clusterが Pae～ 0･6に

















































固有状態から 密度行列を作り,核の 自由度の 情報
を部分 traceで 消去する.その結果得られる 電子




















































































































































































1995年 3月7日 の posterでの発表において,
本報告の §5に相当する部分の発表に誤 りがあった
ので訂正します.摂動論的に生まれた量子相関が破
壊される機構として,大域化する以前の chaos的な
動力学を原因として挙げましたがこれは誤 りである
ことがわかりました.この機構については本報告 §5
もしくはTanaka(1996b)を参照して下さい.
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